藩屏概念の具現化をめぐる相剋―寺田屋事件の思想的一断面― by 工藤 憲一郎

















































































































































































































































































































































































警告を発した 39）。事実，久光は翌 11 日に，自分の指示に従わずに独自の判
断で上坂し，他藩の志士と接触した西郷吉兵衛（後の隆盛）他 2名を鹿児島
に拘送している（その後，流罪に処す）。久光は 13 日に大坂を発して伏見の
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が，真木は事件の翌日に当たる 4月 24 日付で作成した久留米藩主有馬慶頼
への上書において，田中河内介から伝聞した話として，同月 15 日（正しく
















































































 1） 池田敬正「薩摩藩と寺田屋の変」（『日本史研究』87，1966 年）参照。
 2） 町田明広『幕末文久期の国家政略と薩摩藩』（岩田書院，2010 年）第一章，参照。
 3） 浅井清『明治維新と郡縣思想』（巖南堂書店，1939 年）61 ～ 64 頁，森谷秀亮「明
治初年における府藩縣三治制」（『駒澤史学』14，1967 年）1～ 5 頁，山口宗之
『真木和泉』（吉川弘文館，1973 年）239 ～ 244 頁，同『改訂増補・幕末政治思
想史研究』（ぺりかん社，1982 年）252 ～ 255 頁，参照。
 4） 町田前掲書，77 頁，参照。
 5） 芳即正『島津久光と明治維新』（新人物往来社，2002 年）87 ～ 88 頁，参照。
̶  79  ̶
藩屏概念の具現化をめぐる相剋（工藤）
 6） 毛利敏彦『明治維新政治史序説』（未来社，1967 年）129 頁，参照。
 7） 佐々木克『幕末政治と薩摩藩』（吉川弘文館，2004 年）31 ～ 44 頁，拙稿「幕
末薩摩藩精忠組の突出脱藩計画にみる忠誠観」（『国士舘大学政経論叢』169，
2014 年）参照。
 8） 日本史籍協会編『大久保利通文書』一（東京大学出版会，1967 年覆刻）39 頁。
引用文中の括弧内は工藤による（以下，特に断らない限り同じ）。
 9） 藩兵派遣をめぐる島津久光と精忠組の交渉過程（精忠組サイドの交渉担当は，
主として大久保利通が務めた）については，佐々木前掲書，44 ～ 58 頁，参照。
 10） 久保田収編『有馬正義先生遺文』（藝林会，1970 年／以下，『有馬遺文』と略記）
352 ～ 353 頁，参照。なお，同一文書として，渡辺盛衛編『有馬新七先生伝記
及遺稿』（海外社，1931 年／以下，『有馬伝記・遺稿』と略記）365 ～ 366 頁。
以下，テキストの引用は『有馬遺文』に拠り，参考までに『有馬伝記・遺稿』
の該当ページを付記する。
 11） 『有馬遺文』353 ～ 354 頁（『有馬伝記・遺稿』366 頁）参照。
 12） 『有馬遺文』354 頁（『有馬伝記・遺稿』366 ～ 367 頁）参照。
 13） 『有馬遺文』355 ～ 356 頁（『有馬伝記・遺稿』368 ～ 369 頁）参照。
 14） 『有馬遺文』358 頁（『有馬伝記・遺稿』370 頁）。
 15） 『有馬遺文』361 頁（『有馬伝記・遺稿』376 頁）参照。
 16） 『有馬遺文』361 頁，362 頁（『有馬伝記・遺稿』376 頁）参照。
 17） 前掲拙稿，参照。
 18） 鹿児島県維新史料編さん所編『鹿児島県史料　忠義公史料』第一巻（鹿児島県，
1974 年）542 頁，543 頁。
 19） 『有馬遺文』362 頁（『有馬伝記・遺稿』376 ～ 377 頁）参照。
 20） 『有馬遺文』358 頁（『有馬伝記・遺稿』370 頁）。
 21） 『有馬遺文』359 頁（『有馬伝記・遺稿』371 頁）参照。
 22） 『有馬伝記・遺稿』297 ～ 298 頁，参照。なお，「都日記」の原本は現在，所在
を確認できず，はたして参照箇所が確かに日付に即して記されたものなのか，
あるいは後日補筆されたものなのかは不明である。
 23） 『有馬遺文』145 頁，参照。
 24） 『有馬遺文』145 頁（『有馬伝記・遺稿』209 頁）。
 25） 同上。
 26） 『有馬遺文』146 頁（『有馬伝記・遺稿』210 頁）。
 27） 『有馬遺文』146 ～ 147 頁（『有馬伝記・遺稿』210 ～ 211 頁）参照。
 28） 『有馬遺文』147 頁（『有馬伝記・遺稿』211 頁）参照。
 29） 『有馬遺文』146 頁（『有馬伝記・遺稿』210 頁）参照。引用文中の括弧内は有
馬による傍訓。
̶  80  ̶
藩屏概念の具現化をめぐる相剋（工藤）
 30） 日本史籍協会編『島津久光公実紀』一（東京大学出版会，1977 年覆刻）44 ～ 46 頁，
参照。
 31） 同上，46 ～ 47 頁。
 32） 同上，47 頁，参照。
 33） 同上，47 ～ 50 頁，参照。
 34） 同上，50 頁。
 35） 同上，同頁，参照。
 36） 同上，51 頁。
 37） 同上，同頁。
 38） 鹿児島県歴史資料センター黎明館編『鹿児島県史料　玉里島津家史料』一（鹿
児島県，1992 年／以下，『玉里島津家史料』一と略記）362 ～ 363 頁，参照。
 39） 『島津久光公実紀』一，73 頁，参照。
 40） 『玉里島津家史料』一，362 頁，参照。
 41） 同上，362 ～ 363 頁，参照。
 42） 同上，364 頁。
 43） 同上，363 ～ 364 頁，参照。











 47） 『大久保利通文書』一，403 頁，大川信義編『大西郷全集』第一巻（大西郷全集
刊行会，1926 年）778 頁，参照。
 48） 池田前掲論文，15 頁。
 49） 町田前掲書，48 ～ 53 頁，参照。
 50） 池田前掲論文，14 頁，町田前掲書，52 頁，71 頁，参照。
 51） 「平野國臣遺稿」（平野國臣顕彰会編『平野國臣伝記及遺稿』所収，象山社，
1980 年復刻）39 頁，40 頁，参照。
 52） 同上，47 頁。
 53） 同上，46 ～ 47 頁。
̶  81  ̶
藩屏概念の具現化をめぐる相剋（工藤）
 54） 同上，48 頁。
 55） 同上，46 頁，参照。
 56） 同上，45 頁，参照。
 57） 真木保臣先生顕彰会編『真木和泉守遺文』（伯爵有馬家修史所，1913 年）192
～ 197 頁，参照。
 58） 小河一敏「王政復古義挙録」（『幕末維新史料叢書』5所収，新人物往来社，1969 年）
24 ～ 25 頁，参照。引用文の強調は工藤による（以下同じ）。なお，『有馬伝記・
遺稿』第一篇・伝記では，本文書は 2月 4日付になっている（157 頁，参照）。
 59） 「王政復古義挙録」38 頁。
 60） 同上，38 ～ 39 頁，参照。
 61） 『柴山景綱事歴』（山崎忠和著作・発行，1896 年）4頁，参照。
 62） 富田通信「文久二年壬戌四月伏見寺田屋事件に関する事実附廿五節」（『史談会
速記録』第十九輯，史談会編『史談会速記録』合本四所収，原書房，1971 年）
206 ～ 207 頁。
 63） 同上，218 ～ 219 頁，参照。なお，質疑は寺師宗徳によるもの。
 64） 平野国臣は，福岡藩主黒田斉溥（第 9代薩摩藩主島津重豪の 9男で，島津久光
の大叔父に当たる）を説得するために，4月 12 日に大坂を離れており，結果的
に義挙計画からは離脱することになった。
 65） 「文久二年壬戌四月伏見寺田屋事件に関する事実附廿五節」213 頁。
 66） 同上，214 ～ 215 頁，217 頁，『柴山景綱事歴』17 頁，参照。
 67） 『真木和泉守遺文』569 頁。
 68） 「文久二年壬戌四月伏見寺田屋事件に関する事実附廿五節」220 頁，参照。
 69） 宇高浩『真木和泉守』（菊竹金文堂，1934 年）499 頁。
 70） 『真木和泉守遺文』74 頁，参照。なお本文書は，実際は真木が 4月 29 日に大坂
久留米藩邸へ移送された後に作成されたものと推定されている（同書，同頁，
参照）。また，大久保利通は 4月 20 日に大坂で田中河内介と面談している（日
本史籍協会編『大久保利通日記』一，東京大学出版会，1969 年覆刻，122 頁，
参照）。
 71） 『玉里島津家史料』一，363 頁。
 72） 『真木和泉守遺文』568 頁。真木和泉の日記の 4月 22 日条に記されている田中
河内介の発言。
